平成２８年度弘前市介護相談員募集要項
　弘前市では、平成２４年度より「弘前市介護相談員派遣等事業実施要綱」に基づき、介護相談員派遣等事業を行っております。今回、事業の拡大にあたり、下記のとおり介護相談員を募集します。

１．介護相談員とは

　介護相談員は、介護サービスの利用者やその家族等からサービスに関する不安や不満、苦情等を聞き、介護サービス事業所の管理者、担当者及び行政に対して橋渡しを行い、問題解決に向けて取り組むことを目的とし、市長から委嘱を受けて活動する有償ボランティアです。

　また、利用者の苦情だけでなく、「一市民としての目から見た、サービス提供に関して介護相談員が気づいたこと」を介護サービス事業者に伝えることも重要です。
　※介護相談員は、介護サービス事業者に対して、指導・監督又はオンブズマン等のように施設を評価、あるいは摘発することを目的として設けられたものではありません。利用者や施設事業者のどちらに対しても中立的な立場であり、あくまでもサービスの向上を目的としています。
２．介護相談員の人数及び活動先

　介護相談員は現在７名が活動中であり、今回２名以内を新たに委嘱する予定です。

　介護相談員の活動先は、市内の特別養護老人ホーム（１１施設）及び介護老人保健施設（１０施設）全２１施設（平成２８年４月１日現在）の中から、介護相談員の派遣申請があり、市が派遣を決定した施設の中から、一人あたり４～５施設程度を担当施設として受け持ちます。なお、担当施設は事務局にて決定します。

３．介護相談員の活動内容

　①担当する施設を訪問し、下記の事を行います。

　　・サービス利用者やその家族から話を聞き、相談にのる。

　　・問題点等を把握した上で整理し、解決方法を考え必要に応じ提案する。

　　・事業所の管理者や担当者と意見交換する。

　　・足りないサービス創出に向け必要に応じて提案する。

　　　訪問は１施設につき月１～２回、一人あたり月４～５回程度を予定しています
　　　時間は基本的に２時間程度を予定しています。

　②活動状況を市に報告する。

　　相談内容や施設担当者との意見交換結果等をまとめ、市に報告していただきます。

　③事務局が開催する月１回程度の連絡会議に出席する。

　　概ね毎月末に弘前市役所内で開催する予定です。（１～２時間程度）

　④研修を受講する。

　　介護相談員として活動するにあたり、所定の介護相談員養成研修等を受講していただきます。

４．介護相談員が介入できる相談の範囲
　利用者やその家族はサービス提供者への遠慮や多忙な職員の勤務状況から日常的な不満や疑問を伝えづらい場合があります。その中で、利用者や家族からの相談については、次のようなものがあげられます。
①情報不足、誤解によるもの

②個人の好み、選択に関わるもの

③ケアの内容にかかわるもの

④制度や法律（契約）等に関するもの

⑤虐待、詐欺等犯罪となるもの

⑥財産管理、家族関係、遺産等にかかわるもの
　介護相談員はまず、利用者からの相談を受け止め、事実確認をして誤解や勘違いによる苦情なのか、好き嫌いやわがままなど個人の好み、要望なのかを見極め整理し、相談内容に応じた解決方法を橋渡ししていきます。介護相談員は①～③の解決を図り、④⑤については事務局を通じて解決を図ります。また、⑥については介護相談員の業務範囲外となります。
　介護相談員は介護サービス利用者やその家族からの苦情や要望、疑問の解消を図る橋渡し役で、解決の依頼を受けた場合でも解決するのはあくまで施設・事業者です。また、必ずしもすべての相談が解決されることが求められているわけではなく、利用者の様子を事業者に伝え、事業者との意見交換を重ねる中で、解決のための課題を把握し、利用者に説明していくことが重要です。そして「告発」型ではなく、「話し合い」型の問題解決に繋げていくためにも、介護相談員は事業者側と良好な信頼関係を築き、利用者の話を聞くと同時に事業者の話も十分に聞いて、ともにサービスの改善・向上に向かうという姿勢が必要です。
５．介護相談員が守るべきこと

　介護相談員はその性質上、活動の際にいくつかの重要な事柄を守らなくてはなりません。それは主に以下の点となります。

　①家族問題に立ち入らない。

　②車椅子への移乗や食事介助など、自ら直接介護は行わない。
　③施設（事業者）の評価は行わない。

　④第三者に知り得たことを話さない。
　介護相談員はあくまで介護の現場を理解しながらも、利用者の視点から介護サービス向上に向けた意見の橋渡しや気づきを伝えることを目的としていますので、介護や評価を行わないのはもちろんのこと、家族問題についての相談などを受けることもできません。

　また、介護相談員には守秘義務があり、利用者やその家族からの相談内容を、利用者やその家族に断りなく施設職員に公言することや、施設職員から聞いた話を施設職員の承諾なしに利用者やその家族に公言することや、第三者に公言することを禁止しています。
６．介護相談員の選任方法

　相談員業務の遂行にふさわしい人格と熱意を有する者の中から選任し、市長が委嘱します。

７．募集に関する事項

　（１）応募資格

　　介護相談員は利用者の生活環境向上を目指すものであり、施設事業者としての関わりを持たない方、利害関係のない方にお願いしています。特別な専門性や資格は特に必要ではありませんが、相談業務の遂行にあたり、熱意とボランティア精神のある人を前提とします。
　①弘前市に住民登録があり、かつ居住している人
　②年齢４０歳以上（平成２８年４月１日現在）の人
　③介護サービスを提供する事業所等の経営に関り、又は勤務していない人
　④介護サービスを提供する事業所等と利害関係を持たない人
　⑤月５回程度相談業務に従事でき、月１回程度の介護相談員連絡会議に出席できる人
　⑥相談業務に従事するにあたり、身体的・精神的に支障がない人
　⑦市が指定する研修を受講できる人
（２）募集人員

　２名以内
（３）応募方法

　平成２８年５月２５日（水）（必着）までに下記の書類を介護福祉課まで持参又は郵送してください。

　・履歴書（写真を貼付）

　・「介護相談員に応募した理由と介護相談員に求められる役割」をテーマとした８００字程度の作文を提出してください。

※なお、上記の応募書類等につきましては、選考後も返却できませんのでご了承ください。

（４）選考方法等

　一次選考にて書類審査を行い、結果は全員に通知します。書類審査通過者に対しては面接を行い、採用者を決定します。
（５）採用決定後

　採用決定された方に対して、所定の介護相談員養成研修を受講していただき、終了後、委嘱状を交付します。日程は別途通知します。

※研修日程は大阪市で行われる平成２８年７月２６日（火）～２９日（金）、平成２８年９月６日（火）の５日間と、弘前市内の介護保険施設で行われる１日間
（７月３０日～８月１２日の間・日程は未定）の予定です。
なお、上記の研修は受講申込者数が定員を超えた場合、受講できないことがあります。この場合、平成２９年度に行われる研修を受講していただいた後に活動いただくこととなりますので、ご了承ください。
（６）任期

　任期は委嘱された年度の末日までとなりますが、必要に応じて任期を更新することがあります。

（７）１回の相談活動は３，０００円、連絡会議への出席は３，０００円、養成研修への参加は、旅費、研修費等が支給されます。
（８）活動中の災害補償

　介護相談員の活動中（研修参加中も含む）に発生した事故について補償される任意保険に市で加入します。
【問い合わせ及び応募先】

　〒０３６－８５５１　弘前市大字上白銀町１－１

　弘前市役所　健康福祉部　介護福祉課　介護事業係

　電話　０１７２－４０－７０９９（内線４８７）
